


発熱時は、①かかりつけ医などの身近な医療機関にまず電話を
②かかりつけ医が休診・いない時は新型コロナ受診相談センター(保健所)へ

新型コロナを疑う場合の受診相談体制が変わりました

提案が実現！年末年始の新型コロナ診療検査・入院受入体制が拡充

12/29～1/3の診療・検査医療機関

◆年末年始の診療・検査体制のひっ迫が懸念されるため、公明府議団は11月25日の緊急要望で、知事に年末年始
の医療体制を確保するための支援制度を要請。全国に先駆けて協力金制度が創設されました。
◆医療機関のご協力により、１日当たり約4,000～5,000件の検査体制を確保。加えて、府がドライブスルー等検査
場の臨時的に拡充し、総数約6,000件の検査体制を確保します。
◆入院医療機関も重症病床については日中９割以上、時間外・深夜は約７割、軽症・中等症病床については日中７割
以上、時間外・深夜は４～６割が受入れにご協力いただくことになりました。
◆年末年始も円滑に診療・検査、治療が受けられる体制の確保とともに、年始以降の体制確保に全力で取り組みます。

医療圏 開設する医療機関数

豊能 19～40
三島 7～26
北河内 32～75
中河内 5～24
南河内 18～31
堺市 13～41
泉州 19～51
大阪市 58～110
計 174～398

12/29～1/3の入院受入医療機関

受入医療
機関総数 日中 時間外 深夜

重症患者
受入医療機関 23 22 18～19 16～17
軽症・中等症

患者
受入医療機関

72 55～64 37～43 27～29
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